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【研究背景】
◼歩容による個人識別システム

◼応用例
→防犯システム
→商業施設等でのマーケティング

【関連研究】
◼ アピアランスベース[1]

→服装や持ち物が影響
→計算コストが低い

◼ モデルベース
→見た目の変化に強い
→計算コストが高い

視点が変化した際に精度が低下

【目的】
◼ 座標回転により、 3D 骨格データの歩行方向を統一

◼ 骨格推定システムと単一RGBカメラのみで
 3D 骨格データを取得

多視点下において歩容撮影角度の変化にロバストな

個人識別システムの開発

【歩容による個人識別】
個人識別システムの概要

Step1. 3D 骨格座標の取得と正規化

Step2. 骨格座標画像に変換

Step3. CNN による分類モデルで識別

Step1. 3D 骨格座標の取得と正規化

◼ 3D 骨格座標の取得

• AlphaPose[3] 、MotionBERT[2]による3D骨格座標の計測

◼正規化

• スケール調整
 1. MidHipを原点に固定
 2. MidHipからHeadの高さの差が

0.95となるよう拡大・縮小

• 座標回転
1. 2フレーム間のMidHipの差分ベクトル𝑣_𝑖を
歩行方向とする

 2. 歩行方向が一定となるように座標回転

Temporal 3D skeleton coordinate data Skeleton coordinate image CNN

番号 正規化手法 処理

1 Scale-Adjustment スケール調整

2 Viewpoint-Normalization スケール調整＋座標回転

スケール調整前 スケール調整後

𝑣𝑖

x

y

z
座標回転前 座標回転後

【実験】
◼ 歩行動画データ：10人×4方向×5本

◼ データセット

 1. 学習済みの視点からのデータをテストデータとする

  ・学習データ：10人×4方向×4本

 ・テストデータ：10人×4方向×1本

 2. 未学習の視点からのデータをテストデータとする

  ・学習データ：10人×3方向×4本

 ・テストデータ：10人×1方向×5本

【結果と考察】

◼ ”Viewpoint-Normalization”の手法の精度が高い

→座標回転の処理が有効

◼ 45度、90度のデータの精度が 225度、270度より高い

 →45度から撮影したデータの方が体の正面を捉えるため、

225度より骨格推定の精度が高い
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1 210 45 50 133

2 213 47 53 135

… 138

139 217 43 53 140

140 215 42 55 145

Keypoint(16個)×3(x,y,z座標)
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大きさ 48×140
大きさ 48×48
枚数 93

(a) 45° (b) 90° (c) 225° (d) 270°

学習済みの撮影角度からのデータを
 テストデータとする場合の精度結果

未学習の撮影角度からのデータを
テストデータとする場合の精度結果

Step2. 骨格座標画像に変換

 1. 座標の値を256階調に変換

 2. 歩行動画ごとに、縦軸をフレーム数、横軸を keypoint と
して1枚のグレースケール画像に変換

 3. 複数枚の正方形の画像に切り取る

Step3. CNN による分類モデルで識別

◼ 入力：正方形に切り取った骨格座標画像

◼ 出力：歩容が該当する者のラベル
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